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                                              上海世貿商城 管理部 
 
わが社の上海での商品展示場兼オフィスは、市内中心部に位置する上海世貿商城にある。そこ
は通称上海マートと呼ばれ、世界各国の会社が、約１０００社入居している。日本で言えば、卸セン
ターのようなものであり、その中には日本の会社も繊維を中心にして、７０社ほどがブースを構えて
いる。９年前にオープンしたビルで、当初は閑古鳥が鳴いていたが、最近では来客も多くなり、結
構賑わいをみせるようになってきた。 
７月２１日の朝、そのマートの管理者が私のもとに１枚の文書を持ってきた。そこには上記のよう
なことが書かれていた。わが社には子供は出入りしていないので不思議に思い、管理者に問い合
わせてみると、ある階で「子供が走り回ってうるさい」という苦情がお客さんから寄せられたので、す
べてのブースに通知文書を持って回っているという。そう言われてみると、たしかにこの２～３日前
から、エスカレーターを子供たちが昇り降りしてうるさかった。子供たちが夏休みになったので、他
のブースに勤務している親たちが、職場に連れてきているのだろうと、私は気にも留めなかった。し
かし上海マートの管理部は、多くの会社の社員が「児童同伴出勤」をいっせいにやりだしたら、たい
へんなことになると思い先手を打ったのだという。 
たしかに一般の中国人社員ならば、まだ会社の規律などに対して無頓着なので、平気で子供を
職場に連れてきて、そこで遊ばせていてもおかしくはない。さらに加えて、その子供たちが、ほとん
ど一人っ子なので、傍若無人に振舞うことも予想できる。したがってそれらの事態を禁止せずに看
過すれば、その結果、当マートの中を大勢の子供たちが嬌声をあげて走り回り、保育園のようにな
ることはまちがいない。また子供がたくさん来れば、当然に予想外の事故が起きるにちがいない。
危険なものがいっぱいあるからである。日本では回転ドアがほぼ禁止になったが、ここでは使用さ
れている。また上海マートにはエレベーターが１０基近くある。シンドラー製ではないので安心だが、
それでもなにが起こるかはわからない。しかもここには国際級展示会場があり、毎週末には大きな
展示会が催されており、そこで迷子になることある。さらに中国では子供の誘拐も多いので、気を付
けるに越したことがない。このように考えれば上海マート管理部の「お願い」は、職場規律を守ると
いう点からも、また子供の安全を守るという点からも適切な事前対策であったといえよう。 
幸いにも、この通知文書の効果があがって、翌週からは、子供の姿はほとんど見かけなくなり、ふ
たたび職場に静謐が戻ってきた。しかし逆に今度は、あの子供たちがどこに行ったのかが心配に
なった。あの子供たちの母親の多くは、単身で上海に出稼ぎに来ている人たちで、その母親を慕
って田舎から子供たちが夏休みを利用して上海に遊びに来ているのである。それらの母親が預か
ってくれる人もなく、さりとて子供を家の中に閉じ込めておくわけにもいかないので、会社に連れて
きていたからである。 
たとえば、私のところのマンションの掃除と食事を任せているメードさんも、単身赴任で安徽省の
田舎から出てきている。彼女からも、「この夏、子供を上海に連れてくるので、仕事中はマンションに
連れてきてもよいか」との問い合わせがあった。最近ではよいメードさんを探すのはなかなか難しい
ので、私は断るわけにもいかず、それを承知した。彼女の子供は女の子で、彼女がマンション内で
働く間、おとなしくテレビを見たり、宿題をしたりしていた様子なので、あまり気にはならなかったし、
問題も起こらなかった。 
しかしオフィスで働く女性たちが、子供を連れて出勤してきた場合は、とても私のところのメードさ
んの場合のようにはいかないだろう。仕事どころではなく、私も絶対に許可をしないであろう。でも親
子の身になって考えると、そんなことばかり言ってもいられない。こんな場合、上海マート管理者側
も、個々人の苦しい立場を理解して、臨時の保育施設を設けるとか、逆転の発想で、２～３日間、
子供デーを作り、その日は OK とするとかの妙案を出してくれれば、たいへん助かったのだろうが。
そんな工夫があれば、多くの母親が子供のことを心配せずに働けるはずである。中国では管理者
側がこのような発想で、いろいろな方法を取るようになるには、まだまだ時間がかかりそうである。 
かつて日本の高度成長時代には、このような現象はなかったように思う。おそらく中国では女性
つまり母親が単身で出稼ぎに出ているから、こんな珍現象が現れてきたのだろう。いずれにせよ、こ
んな些細なことだが、資本主義の浸透とともに、これから中国にいろいろ生起してくるだろう。そして
そのたびに新たなルールが設定され、モラルが向上し、それを生かすための工夫がなされ、よりい
っそう住みやすい国になっていくことだろう。 
 
